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【国際特許分類】
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【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｈ  19/167   　　　　
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   Ａ６１Ｐ   9/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ   9/10    　　　　
   Ａ６１Ｐ   3/10    　　　　
   Ａ６１Ｐ  43/00    １０１　
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   Ｃ０７Ｈ  19/213   ＣＳＰ　
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【手続補正書】
【提出日】平成22年3月17日(2010.3.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
以下の式（I）を有する化合物または医薬として許容される同化合物の塩。
【化１】

（式中、
　Ａは－Ｃ（Ｏ）ＮＨＲ3、－ＣＨ2ＮＨＲ11

、－ＣＨ2ＯＳＯ2ＮＨ2、－ＣＨ2ＯＮＯ2、
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－ＣＨ2ＯＮＯ、－ＣＨ2ＯＳＯ3Ｈ、－ＣＨ2ＯＳＯ2ＮＨ（Ｃ1－Ｃ10アルキル）、－ＣＨ

2ＯＳＯ2Ｎ（Ｃ1－Ｃ10アルキル）2、－ＣＨ2ＯＨまたはＣＨ2ＯＳＯ2ＮＨ－アリールで
あり、各Ｃ1－Ｃ10アルキルは独立しており；
　Ｂは－ＯＲ9であり；
　Ｃは－ＯＲ10であり；
　Ｒ9およびＲ10は独立してそのＣ末端を介して取り付けられた天然アミノ酸の残基であ
るか、またはＲ9およびＲ10は結合して－Ｐ（Ｏ）（ＯＨ）基を形成し；
　Ｄは
【化２】

であり；
　ＡとＢは互いにトランスであり；
　ＢとＣは互いにシスであり；
　ＣとＤは互いにシスまたはトランスであり；
　Ａが－Ｃ（Ｏ）ＮＨＲ3、－ＣＨ2ＯＳＯ2ＮＨ（Ｃ1－Ｃ10アルキル）、－ＣＨ2ＯＳＯ2

Ｎ（Ｃ1－Ｃ10アルキル）2、または－ＣＨ2ＯＳＯ2ＮＨ－アリールである場合には、各Ｃ

1－Ｃ10アルキルは独立しており、Ｒ1はＨ、－Ｃ1－Ｃ10アルキル、－アリール、－（Ｃ1

－Ｃ6アルキレン）－アリール、－（Ｃ1－Ｃ6アルキレン）－（アリーレン）－ハロ、－
３～７員単環式複素環、－８～１２員二環式複素環、－（ＣＨ2）n－Ｃ3－Ｃ8単環式シク
ロアルキル、－（ＣＨ2）ｎ－Ｃ3－Ｃ8単環式シクロアルケニル、－（Ｃ3－Ｃ8単環式シ
クロアルケン）－ＯＨ、－（ＣＨ2）ｎ－Ｃ8－Ｃ12二環式シクロアルキル、－（ＣＨ2）

ｎ－Ｃ8－Ｃ12二環式シクロアルケニル、または－（ＣＨ2）ｎ－アリールであり；
　Ａが－ＣＨ2ＯＳＯ2ＮＨ2である場合には、Ｒ1が－Ｃ3－Ｃ8単環式シクロアルキル、－
（Ｃ3－Ｃ8単環式シクロアルキレン）－ＯＨ、－Ｃ3－Ｃ8単環式シクロアルケニル、－（
ＣＨ2）ｎ－（Ｃ3－Ｃ8単環式シクロアルキル）、－（ＣＨ2）ｎ－（Ｃ3－Ｃ8単環式シク
ロアルケニル）、－Ｃ8－Ｃ12二環式シクロアルキル、または－Ｃ8－Ｃ12二環式シクロア
ルケニルであり；
　Ａが－ＣＨ2ＮＨＲ11、－ＣＨ2ＯＮＯ2、－ＣＨ2ＯＮＯ、－ＣＨ2ＯＨ、または－ＣＨ2

ＯＳＯ3Ｈである場合には、Ｒ1が－Ｈ、－Ｃ1－Ｃ10アルキル、－アリール、－３～７員
単環式複素環、－８～１２員二環式複素環、－Ｃ3－Ｃ8単環式シクロアルキル、－Ｃ3－
Ｃ8単環式シクロアルケニル、－（Ｃ3－Ｃ8単環式シクロアルキル）－ＯＨ、－（Ｃ3－Ｃ

8単環式シクロアルキレン）－ＯＨ、－Ｃ8－Ｃ12二環式シクロアルキル、－Ｃ8－Ｃ12二
環式シクロアルケニル、－（ＣＨ2）ｎ－（Ｃ3－Ｃ8単環式シクロアルキル）、－（ＣＨ2

（Ｃ3－Ｃ8単環式シクロアルケニル）、－（ＣＨ2）ｎ－（Ｃ8－Ｃ12二環式シクロアルキ
ル）、－（ＣＨ2）ｎ－（Ｃ8－Ｃ12二環式シクロアルケニル）、または－（ＣＨ2）ｎ－
アリールであり；
　Ｒ2は－Ｈ、ハロ、－ＣＮ、－ＮＨＲ4、－ＯＲ4、－ＳＲ4、－ＮＨＣ（Ｏ）ＯＲ4、－
ＮＨＣ（Ｏ）Ｒ4、－ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨＲ4、－ＮＨＮＨＣ（Ｏ）Ｒ4、－ＮＨＮＨＣ（Ｏ
）ＮＨＲ4、－ＮＨＮＨＣ（Ｏ）ＯＲ4、－ＮＨ－Ｎ＝Ｃ（Ｒ5）Ｒ6、－ＮＲ5－Ｎ＝Ｃ（
Ｒ5）Ｒ6または－ＮＲ5－Ｎ（Ｒ7）Ｒ8であり；
　Ｒ3は－Ｃ1－Ｃ10アルキル、－アリール、－３～７員単環式複素環、－８～１２員二環
式複素環、－Ｃ3－Ｃ8単環式シクロアルキル、－（ＣＨ2）－（Ｃ3－Ｃ8単環式シクロア
ルキル）、－Ｃ3－Ｃ8単環式シクロアルケニル、－Ｃ8－Ｃ12二環式シクロアルキルまた
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は－Ｃ8－Ｃ12二環式シクロアルケニルであり；
　Ｒ4は－Ｈ、－Ｃ1－Ｃ15アルキル、－アリール、－（ＣＨ2）ｎ－アリール、－（ＣＨ2

）ｎ－（Ｃ3－Ｃ8単環式シクロアルキル）、－Ｏ－（ＣＨ2）ｎ－（Ｃ3－Ｃ8単環式シク
ロアルキル）、－（ＣＨ2）ｎ－（Ｃ3－Ｃ8単環式シクロアルケニル）、－Ｏ－（ＣＨ2）

ｎ－（Ｃ3－Ｃ8単環式シクロアルケニル）、－（ＣＨ2）ｎ－（Ｃ8－Ｃ12二環式シクロア
ルキル）、－Ｏ－（ＣＨ2）ｎ－（Ｃ8－Ｃ12二環式シクロアルキル）、－（ＣＨ2）ｎ－
（Ｃ8－Ｃ12二環式シクロアルケニル）、－（ＣＨ2）ｎ－（３員～７員単環式複素環）も
しくは－（ＣＨ2）ｎ－（８～１２員二環式複素環）－Ｃ≡Ｃ－（Ｃ1－Ｃ10アルキル）ま
たは－Ｃ≡Ｃ－アリールであり；
　各Ｒ5は独立して－Ｈ、－Ｃ1－Ｃ10アルキル、－アリール、－（ＣＨ2）ｎ－アリール
、－（ＣＨ2）ｎ－（Ｃ3－Ｃ8単環式シクロアルキル）、－（ＣＨ2）ｎ－（Ｃ3－Ｃ8単環
式シクロアルケニル）、－（ＣＨ2）ｎ－（Ｃ8－Ｃ12二環式シクロアルキル）、－（ＣＨ

2）ｎ－（Ｃ8－Ｃ12二環式シクロアルケニル）、－（ＣＨ2）ｎ－（３員～７員単環式複
素環）、－（ＣＨ2）ｎ－（８～１２員二環式複素環）、－（ＣＨ2）m－フェニレン－（
Ｃ2－Ｃ10アルキニル）、－（ＣＨ2）m－フェニレン－（ＣＨ2）mＣＯＯＨ、－（ＣＨ2）

m－フェニレン－（ＣＨ2）mＣＯＯ－（Ｃ1－Ｃ10アルキル）、－（ＣＨ2）m－フェニレン
－（ＣＨ2）m－（Ｃ3－Ｃ7員単環式複素環）、または－（ＣＨ2）m－Ｃ（Ｏ）－（Ｃ1－
Ｃ10アルキル）であるか；
またはＲ5およびＲ6はこれらが取り付けられている炭素原子と共にシクロペンチル、２－
シクロペンテニル、３－シクロペンテニル、シクロヘキシル、２－シクロヘキシル、３－
シクロヘキセニル環または１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン基であるか；
またはＡが－ＣＨ2ＯＳＯ2ＮＨ2、－ＣＨ2ＯＮＯ、－ＣＨ2ＯＨまたは－ＣＨ2ＯＳＯ3Ｈ
である場合には、Ｒ5およびＲ6はこれらが取り付けられている炭素原子と共に－Ｃ3－Ｃ8

単環式シクロアルキル、－Ｃ8－Ｃ12二環式シクロアルキル、－Ｃ3－Ｃ8単環式シクロア
ルケニルまたは－Ｃ8－Ｃ12二環式シクロアルケニルであり；
　Ｒ6は－Ｈ、－Ｃ1－Ｃ10アルキル、－アリール、－（ＣＨ2）ｎ－アリール、－（ＣＨ2

）ｎ－（Ｃ3－Ｃ8単環式シクロアルキル）、－（ＣＨ2）ｎ－（Ｃ3－Ｃ8単環式シクロア
ルケニル）、－（ＣＨ2）ｎ－（Ｃ8－Ｃ12二環式シクロアルキル）、－（ＣＨ2）ｎ－（
Ｃ8－Ｃ12二環式シクロアルケニル）、－（ＣＨ2）ｎ－（３員～７員単環式複素環）、－
（ＣＨ2）ｎ－（８～１２員二環式複素環）、－（ＣＨ2）m－フェニレン－（Ｃ2－Ｃ10ア
ルキニル）、－（ＣＨ2）m－フェニレン－（ＣＨ2）m－（－３～７員単環式複素環）、－
（ＣＨ2）m－フェニレン－（ＣＨ2）mＣOＯＨまたは－（ＣＨ2）m－フェニレン－（ＣＨ2

）mＣＯＯ－（Ｃ1－Ｃ10アルキル）であり；
　Ｒ7は－Ｃ1－Ｃ10アルキル、－アリール、－（ＣＨ2）ｎ－アリール、－（ＣＨ2）ｎ－
（Ｃ3－Ｃ8単環式シクロアルキル）、－（ＣＨ2）ｎ－（Ｃ3－Ｃ8単環式シクロアルケニ
ル）、－（ＣＨ2）ｎ－（Ｃ8－Ｃ12二環式シクロアルキル）、－（ＣＨ2）ｎ－（Ｃ8－Ｃ

12二環式シクロアルケニル）、－（ＣＨ2）ｎ－（－３～７員単環式複素環）、－（ＣＨ2

）ｎ－（－８～１２員二環式複素環）、－（ＣＨ2）m－フェニレン－（Ｃ2－Ｃ10アルキ
ニル）、－（ＣＨ2）m－フェニレン－（ＣＨ2）m－（Ｃ3－Ｃ7員単環式複素環）、－（Ｃ
Ｈ2）m－フェニレン－（ＣＨ2）mＣＯＯＨ、－（ＣＨ2）m－フェニレン－（ＣＨ2）mＣＯ
Ｏ－（Ｃ1－Ｃ10アルキル）、－（ＣＨ2）m－Ｃ（Ｏ）－（Ｃ1－Ｃ10アルキル）であるか
、またはＲ7およびＲ8はこれらが取り付けられている窒素原子と共に－３－７員含窒素単
環式複素環または－８～１２員含窒素二環式複素環であり；
　Ｒ8は－Ｃ1－Ｃ10アルキル、－アリール、－（ＣＨ2）ｎ－アリール、－（ＣＨ2）m－
Ｃ3－Ｃ8単環式シクロアルキル）、－（ＣＨ2）ｎ－（Ｃ3－Ｃ8単環式シクロアルケニル
）、－（ＣＨ2）ｎ（Ｃ8－Ｃ12二環式シクロアルキル）、－（ＣＨ2）ｎ－（Ｃ8－Ｃ12二
環式シクロアルケニル）、－（ＣＨ2）ｎ－（－３－７員単環式複素環）、－（ＣＨ2）ｎ

－（－８～１２員二環式複素環）、－（ＣＨ2）m－フェニレン－（Ｃ2－Ｃ10アルキニル
）、－（ＣＨ2）m－フェニレン－（ＣＨ2）mＣＯＯＨ、－（ＣＨ2）m－フェニレン－（Ｃ
Ｈ2）mＣＯＯ－（Ｃ1－Ｃ10アルキル）、または－（ＣＨ2）ｎ－Ｃ（Ｏ）－（Ｃ1－Ｃ10
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アルキル）であり；
　Ｒ11は－Ｃ（Ｏ）Ｏ（Ｃ1－Ｃ10アルキル）、－Ｃ（Ｏ）ＮＨ（Ｃ1、－Ｃ10アルキル）
、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｃ1－Ｃ10アルキル）2、－Ｃ（Ｏ）ＮＨ－アリール、－ＣＨ（ＮＨ2）
ＮＨ2または－ＣＨ（ＮＨ2）ＮＨ（Ｃ1－Ｃ10アルキル）であり；
　各ｍは独立して０から６の整数であり；かつ
　各ｎは独立して０から５の整数である。）
【請求項２】
Ａが－ＣＨ2ＯＮＯ、－ＣＨ2ＯＨまたは－ＣＨ2ＯＳＯ3Ｈであり、Ｒ1がＨ、－Ｃ1－Ｃ10

アルキル、または－（ＣＨ2）－Ｃ3－Ｃ8単環式シクロアルキルである請求項１に記載の
式（I）の化合物。
【請求項３】
Ａが－Ｃ（Ｏ）ＮＨＲ3であり、Ｒ1がＨまたは－Ｃ1－Ｃ10アルキルであり、Ｒ2が－ＣＮ
または－ＮＨ－Ｎ＝Ｃ（Ｒ5）Ｒ6である請求項１に記載の式（I）の化合物。
【請求項４】
Ｒ9およびＲ10が各々以下の基である請求項１～３のいずれかに記載の式（I）の化合物。
【化３】

【請求項５】
Ｒ9およびＲ10が結合して－Ｐ（Ｏ）（ＯＨ）基を形成する請求項１～３のいずれかに記
載の式（I）の化合物。
【請求項６】
ＡとＢが互いにトランスであり、ＢとＣが互いにシスであり、ＣとＤが互いにトランスで
ある請求項１～５のいずれかに記載の式（I）の化合物。
【請求項７】
Ａが－ＣＨ2ＯＮＯであり、Ｒ2が－Ｈまたは－ハロである請求項１～５のいずれかに記載
の式（I）の化合物。
【請求項８】
以下の化合物から選択される請求項１に記載の式（I）の化合物または医薬として許容さ
れる同化合物の塩。
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【化４】
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【化５】
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【化６】

【化７】
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【化８】
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【化９】

【請求項９】
有効量の請求項１～８のいずれかに記載の式（I）の化合物または医薬として許容される
同化合物の塩と、生理学的に受容される担体または賦形剤とを含有する組成物。
【請求項１０】
心臓麻痺誘発剤と、有効量の請求項１～８のいずれかに記載の式（I）の化合物または医
薬として許容される同化合物の塩と、生理学的に受容される担体または賦形剤とを含有す
る組成物。
【請求項１１】
　神経障害、心血管疾患、虚血状態、糖尿病、肥満、消耗性疾患、再潅流障害、もしくは
眼疾患の治療用、心臓麻痺中の心筋障害からの患者の心臓の保護用、患者の代謝速度の低
下用、患者の酸素消費速度の減少用、または患者の中核体温の低下用の、有効量の請求項
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１～８のいずれかに記載の式（I）の化合物または医薬として許容される同化合物の塩を
含む医薬組成物。
【請求項１２】
　神経障害、心血管疾患、虚血状態、糖尿病、肥満、消耗性疾患、再潅流障害、もしくは
眼疾患の治療方法、心臓麻痺中の心筋障害から患者の心臓を保護する方法、患者の代謝速
度を低下させる方法、患者の酸素消費速度を減少させる方法、または患者の中核体温を低
下させる方法であって、かかる治療、保護、低下、または減少を必要とする非ヒト患者に
、神経障害を治療するのに有効な量の請求項１～８のいずれかに記載の式（I）の化合物
または医薬として許容される同化合物の塩を投与することを含む方法。
【請求項１３】
以下の式（II）を有する化合物または医薬として許容される同化合物の塩。
【化１０】

（式中、
　Ａは－ＣＨ2ＯＨであり；
　Ｂは－ＯＲ3であり；
　Ｃは－ＯＲ4であり；
　Ｒ3およびＲ4は独立してそのＣ末端を介して取り付けられた天然アミノ酸の残基である
か、またはＲ3およびＲ4は結合して－Ｐ（Ｏ）（ＯＨ）基を形成し；
　Ｄは:
【化１１】

であり；
　ＡとＢは互いにトランスであり；
　ＢとＣは互いにシスであり；
　ＣおよびＤは互いにシスまたはトランスであり；
　Ｒ1は－Ｈ、－ハロ、－ＣＮ、－Ｎ（Ｒ2）2、－ＯＲ2、－ＳＲ2、－ＮＨＣ（Ｏ）Ｒ2、
－ＮＨＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ2）、－ＮＨＣ（Ｏ）ＯＲ2、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ2、－Ｃ（Ｏ）Ｒ2、－
Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ2）2、－ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ2）2、－Ｃ（ハロ）3、または－ＮＯ2であり；
　各Ｒ2は独立して－Ｈ、－Ｃ1－Ｃ10アルキル、－Ｃ2－Ｃ6アルケニル、－Ｃ2－Ｃ6アル
キニル、－（ＣＨ2）ｎ－アリール、－（ＣＨ2）ｎ－（３員～７員単環式複素環）、－（
ＣＨ2）ｎ－（８～１２員二環式複素環）、－（ＣＨ2）ｎ－（Ｃ3－Ｃ8単環式シクロアル
キル）、－（ＣＨ2）Ｈ－（Ｃ3－Ｃ8単環式シクロアルケニル）、－（ＣＨ2）ｎ－（Ｃ8
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－Ｃ12二環式シクロアルキル）、または－（ＣＨ2）ｎ－（Ｃ8－Ｃ12二環式シクロアルケ
ニル）であり；
　各ｎは０から６の整数であり；
　各ｐは０から６の整数であり；かつ
　各ｑは０から６の整数である。）
【請求項１４】
Ｒ1が－Ｈまたはハロである請求項１３に記載の化合物。
【請求項１５】
ｐが１であり、ｑが２である請求項１３または１４に記載の化合物。
【請求項１６】
Ｒ3およびＲ4が各々以下の基である請求項１３～１５のいずれかに記載の化合物。
【化１２】

【請求項１７】
Ｒ3およびＲ4が結合して－Ｐ（Ｏ）（ＯＨ）基を形成する請求項１３～１６のいずれかに
記載の化合物。
【請求項１８】
ＡとＢが互いにトランスであり、ＢとＣが互いにシスであり、ＣおよびＤが互いにトラン
スである請求項１３～１７のいずれかに記載の化合物。
【請求項１９】
以下の化合物から選択される請求項１３に記載の式（II）の化合物または医薬として許容
される同化合物の塩。
【化１３】

【請求項２０】
有効量の請求項１３～１９のいずれかに記載の式（II）の化合物または医薬として許容さ
れる同化合物の塩と、生理学的に受容される担体または賦形剤とを含有する組成物。
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【請求項２１】
　神経障害、心血管疾患、虚血状態、糖尿病、肥満、消耗性疾患、再潅流障害、もしくは
眼疾患の治療用、心臓麻痺中の心筋障害からの患者の心臓の保護用、患者の代謝速度の低
下用、患者の酸素消費速度の減少用、または患者の中核体温の低下用の、有効量の請求項
１３～１９のいずれかに記載の式（II）の化合物または医薬として許容される同化合物の
塩を含む医薬組成物。
【請求項２２】
　神経障害、心血管疾患、虚血状態、糖尿病、肥満、消耗性疾患、再潅流障害、もしくは
眼疾患の治療方法、心臓麻痺中の心筋障害から患者の心臓を保護する方法、患者の代謝速
度を低下させる方法、患者の酸素消費速度を減少させる方法、または患者の中核体温を低
下させる方法であって、かかる治療、保護、低下、または減少を必要とする非ヒト患者に
、神経障害を治療するのに有効な量の請求項１３～１９のいずれかに記載の式（II）の化
合物または医薬として許容される同化合物の塩を投与することを含む方法。
【請求項２３】
以下の式（III）を有する化合物または医薬として許容される同化合物の塩。
【化１４】

（式中、
　Ａは－Ｃ（Ｏ）ＮＨＲ3、－ＣＨ2ＯＨ、－ＣＨ2ＯＮＯ2または－ＣＨ2ＯＳＯ3Ｈであり
；
　Ｂは－ＯＲ5であり；
　Ｃは－ＯＲ6であり；
　Ｒ5およびＲ6は独立してそのＣ末端を介して取り付けられた天然アミノ酸の残基である
か、または共に結合して－Ｐ（Ｏ）（ＯＨ）基を形成し；
　Ｄは
【化１５】

であり；
　ＡとＢは互いにトランスであり；
　ＢとＣは互いにシスであり；
　ＣとＤは互いにシスまたはトランスであり；
　Ａが－Ｃ（Ｏ）ＮＨＲ3である場合には、Ｒ1は－Ｈ、－Ｃ1－Ｃ6アルキル、－（Ｃ1－
Ｃ6アルキレン）－アリール、 または－（Ｃ1－Ｃ6アルキレン）－（アリーレン）－ハロ
であり；
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　Ａが－ＣＨ2ＯＨ、－ＣＨ2ＯＮＯ2または－ＣＨ2ＯＳＯ3Ｈである場合には、Ｒ1は－Ｈ
、－Ｃ1－Ｃ6アルキル、－アリール、－（アリーレン）－Ｃ1－Ｃ6アルキル、－３～７員
単環式複素環、－８～１２員二環式複素環、－Ｃ3－Ｃ8単環式シクロアルキル、－（Ｃ3

－Ｃ8単環式シクロアルキレン）－ＯＨ、－（ＣＨ2）nＯＨ－（Ｃ3－Ｃ8単環式シクロア
ルキレン）－ＯＨ、－Ｃ8－Ｃ12二環式シクロアルキル、－（３員～７員単環式複素環）
－Ｓ－アリール、－（Ｃ1－Ｃ6アルキキレン）－Ｓ－（８～１２－員二環式複素環）また
は－（Ｃ1－Ｃ6アルキレン）－アリールであり；
　Ｒ2は－Ｈ、－ハロ、－Ｃ1－Ｃ6アルキル、－アリール、－ＣＮ、－ＯＲ4、－Ｃ（Ｏ）
ＮＨ（ＣＨ2）nＲ

4、－Ｃ≡Ｃ－Ｒ4、－ＣＨ＝ＣＨＲ4、－ＮＨ－Ｎ＝ＣＨＲ4、－ＮＨ（
ＣrＣ6アルキル）、３員～７員単環式複素環、－８～１２員二環式複素環、－ＮＨ（（Ｃ

1－Ｃ6アルキレン）－Ｃ3－Ｃ8単環式シクロアルキル）、－ＮＨ－（（Ｃ1－Ｃ6アルキレ
ン）－Ｃ8－Ｃ12二環式シクロアルキル）、－ＮＨ（（Ｃ1－Ｃ6アルキレン）－アリール
）、－ＮＨ（（Ｃ1－Ｃ6アルキキレン）－（アリーレン）－（ＣＨ2）ｎ－ＣＯＯＨ）、
－ＮＨ（（Ｃ1－Ｃ6アルキレン）－３～７員単環式複素環）、－ＣＨ2－Ｏ－（Ｃ1－Ｃ6

アルキル）、－ＣＨ2－ＮＨ（Ｃ1－Ｃ6アルキル）または－ＣＨ2－ＮＨ－アリールであり
；
　Ｒ3は－Ｃ1－Ｃ6アルキルであり；
　Ｒ4は－Ｈ、－Ｃ1－Ｃ6アルキル、－アリール、－３～７員単環式複素環、－８～１２
員二環式複素環、－Ｃ3－Ｃ8単環式シクロアルキル、－ＣＨ2－（Ｃ3－Ｃ8単環式シクロ
アルキル）、－Ｃ8－Ｃ12二環式シクロアルキル、または－（Ｃ1－Ｃ6アルキレン）－（
Ｃ3－Ｃ8単環式シクロアルキレン）－ＣＨ2ＯＨであり；
　ｎは０から６の整数である。）
【請求項２４】
Ｒ1が－Ｈ、－Ｃ1－Ｃ6アルキルまたは－Ｃ3－Ｃ8単環式シクロアルキルである請求項２
３に記載の化合物。
【請求項２５】
Ｒ2が－Ｈ、－ＮＨ（Ｃ1－Ｃ6アルキル）または－Ｃｌである請求項２３または請求項２
４に記載の化合物。
【請求項２６】
Ｒ5およびＲ6が互いに以下の基である請求項２３～２５のいずれかに記載の化合物。
【化１６】

【請求項２７】
Ｒ5およびＲ6が結合して－Ｐ（Ｏ）（ＯＨ）基を形成する請求項２３～２６のいずれかに
記載の化合物。
【請求項２８】
ＡとＢが互いにトランスであり、ＢとＣが互いにシスであり、ＣとＤが互いにトランスで
ある請求項２３～２７のいずれかに記載の化合物。
【請求項２９】
以下の化合物から選択される請求項２３に記載の式（III）の化合物または医薬として許
容される同化合物の塩。
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【化１７】

【請求項３０】
有効量の請求項２３～２９のいずれかに記載の式（III）の化合物または医薬として許容
される同化合物の塩と、生理学的に受容される担体または賦形剤とを含有する組成物。
【請求項３１】
　神経障害、心血管疾患、虚血状態、糖尿病、肥満、消耗性疾患、再潅流障害、もしくは
眼疾患の治療用、心臓麻痺中の心筋障害からの患者の心臓の保護用、患者の代謝速度の低
下用、患者の酸素消費速度の減少用、または患者の中核体温の低下用の、有効量の請求項
２３～２９のいずれかに記載の式（III）の化合物または医薬として許容される同化合物
の塩を含む医薬組成物。
【請求項３２】
　神経障害、心血管疾患、虚血状態、糖尿病、肥満、消耗性疾患、再潅流障害、もしくは
眼疾患の治療方法、心臓麻痺中の心筋障害から患者の心臓を保護する方法、患者の代謝速
度を低下させる方法、患者の酸素消費速度を減少させる方法、または患者の中核体温を低
下させる方法であって、かかる治療、保護、低下、または減少を必要とする非ヒト患者に
、神経障害を治療するのに有効な量の請求項２３～２９のいずれかに記載の式（III）の
化合物または医薬として許容される同化合物の塩を投与することを含む方法。
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